
糖

業

と

散

村

i
奄
」
早
大
大
島
の
例桐

利

彦

野

、

は

し

が

き

最
近
散
村
論
議
は
下
火
と
ま
っ
た
が
、
奄
美
大
患
の
糖
業
と
散
村
児
は
特
殊

な
も
の
が
あ
る
の
で
、

ぞ
れ

κ
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
う
。

人
間
の
集
団
慾
は
本
能
で
あ
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
散
村
が
発
生

し
そ
れ
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
孤
立
化
を
是
と
す
る
余
程
の
条
件
が
左
け

れ
ば
な
ら
左
い
。

そ
れ
ら
の
条
件
と
し
て
、
従
来
自
然
条
件
や
営
農
条
件
、

る
い
は
政
治
的
、
社
会
的
条
件
等
が
あ
げ
ら
れ
て
凶
る
が
、

こ
れ
ら
は
人
間
活

動
の
形
式
的
、
機
能
的
条
件
で
あ
っ
て
、
人
間
活
動
の
内
容
古
か
ら
の
条
件
で

は
左
い

T)O

マ
ル
チ
ニ
ー
が
散
村
は
牧
畜

κ主
力
を
な
え
さ
、
集
村
は
主
穀
経
営

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
一
言
っ
て
い
る
の
は
、
人
間
の
経
済
活
動
の
内
容
面
か

ら
説
明
し
て
い
る
例
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
の
場
合
、
営
農
作
物
の
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
散
村
が
生
じ
た
例
が
あ
る
か
ど
う
か
知
ら
左
い
が
、
奄
美
大
島
で
は

崎
帽
業
が
散
村
を
発
生
さ
せ
、
維
持
さ
ぜ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
数
村
の
成
立
が

人
間
活
動
の
内
容
か
ら
き
て
い
る
例
で
与
る
。

島
津
藩
が
奄
美
大
島
の
キ
ピ
栽
培
に
力
を
入
れ
は
じ
め
る
の
は
、
大
由
民
間
児
一
元

一
七
三
五
)
互
キ
ピ
横

禄
十
一
年
(

一
六
九
八
)
、
徳
之
島
げ
と
享
保
二

O
年

(

日
を
会
い
て
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
c

キ
ピ
横
自
は
、

キ
ピ
の
植
付
、
施
杷
、

手
入
、
製
糖
、
樽
搭
、
船
積
み
等
、
楠
開
業
K
関
す
る
一
切
の
取
締
役
で
大
雪
左

権
力
を
持
っ
て
?
た
。
そ
し
て
大
島
げ
な
凶
て
享
保
ど
ろ
互
話
時
間
ゴ
一
五

O
万

斤
示
、
徳
之
島
冗
な
い
て
は
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
児
七
三
万
斤
が
き
ま
っ

た
(
後
述
)

C

さ
ら
に
大
島
は
延
享
二
年
(
一
七
四
五
)
、
徳
之
島
は
宝
替
一

。
年
(

一
七
六

O
)
貢
米
換
糖
上
納
す
な
わ
ち
、
貢
米
は
全
部
砂
糖
で
上
納
さ

ぜ
る
と
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
燭
地
は
も
ち
ろ
ん
水
田
を
も
つ
ぶ
し
て
、

キ
ピ
を
栽
培
さ
ぜ
る

と
と
と
し
交
c

こ
の
よ
う
に
島
津
藩
は
、
奄
美
の
砂
糖
生
産
を
当
初
か
ら
審
の

権
力
下
だ
が
き
、
葎
財
政
の
大
き
な
柱
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
施
策
が
最
初

か
ら
い
か
に
苛
酷
で
あ
っ
た
か
は
、
徳
之
島
か
ら
大
島
町
へ
、
皇
民
が
し
ば
し
ば

(土

逃
亡
し
た
と
と
で
も
わ
か
る
(
表
1

)

c

し
か
し
藩
は
幕
末

K
近
つ
〈
ほ
ど

無
神
経
に
砂
糖
生
産
を
強
化
し
、
と
と
に
天
保
の
改
革
児
な
い
て
は

御

改

あ

章
第
一
の
根
本
」
と
し
、
大
島
は
キ
ピ
の
単
一
栽
培
化
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
生
産
さ
れ
え
砂
糖
は
、
定
式
由
民
入
、
惣
買
入
と
同
う
方
式
に
よ
っ
て

- 14ー

藩
が
強
制
的
に
安
価
で
翼
凶
上
げ
、
大
坂
市
場
で
一
巳
利
を
得
た
。
定
式
翼
入
は

議
が
砂
糖
の
総
頁
入
額
を
古
島
ご
と
に
き
め
、

ぞ
れ
を
島
民
一
人
た
割
当
て
る
も

の
で
あ

J

り
、
惣
寅
入
は
、

キ
ピ
の
栽
培
面
積
を
一
濯
が
島
ど
と
冗
き
め
、

ぞ
れ
を

農
民
一
人
一
人
に
割
当
て
、
監
督
を
厳
重
陀
し
て
砂
蝿
怖
を
生
描
帽
を
生
産
さ
ぜ
、

生
産
し
た
砂
糖
は
全
部
買
川
上
げ
る
も
の
で
、
自
己
消
費
も
帥
即
売
も
禁
じ
た
。

表
ー
の
よ
う
に
、
定
式
買
入
と
惣
貫
入
は
交
互
に
行
わ
れ
、
幕
末
は
惣
貫
入
で

あ
っ
た
(5-c

定
式
由
民
入
た
J

ぜ
い
て
は
一
五
才
か
ら
六

O
才
ま
で
の
男
子
一
人
に

い
か
、
女
子
に
ー
は
一
三
才
か
ら
五

O
才
ま
で
の
も
の
に
二

(
P
D
)
O
 

C
O斤
が
割
当
て
ら
れ
た
(
四

O
O斤
は
中
地
約
二
反
分
)

つ)
長
仁三

砂
糖
四

惣
貫
入
に

な
い
て
は
、
場
所
に
よ
り
割
当
て
面
積
は
若
干
異
る
が
、
男
子
(
年
令
は
上
に

同
じ
)
二
反
1

二
・
五
史
、
女
一
千
人
数
て
反
く
ら
い
で
あ
っ
た
c

筆
者
は
奄

美
大
島
に
な
け
る

の

産
は
、
前
期
的
.
フ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
で
る



る
と
考
え
て
い
る
互
。

と
の
砂
糖
生
産
K
対
し
て
、
必
然
的
K
と
ら
れ
た
村
落
形
態
が
散
村
で
る
つ

た。
一一、

糖
業
と
散
村

糖
業
が
散
村
を
有
利
と
す
る
と
い
う
の
は
、
個
人
製
糖
の
時
代
で
あ
っ
て
、

最
近
の
よ
う
な
工
場
製
糖
の
場
合
で
は
な
い
。
奄
美
大
島
の
偲
人
製
糖
は
、
藩

政
時
代
糖
業
開
始
以
来
、
戦
後
の
日
本
復
帰
(
昭
和
二
八
年
)
ご
ろ
ま
で
行
わ

れ
、
あ
と
は
工
場
製
糖
と
在
っ
た
。
個
人
政
糖
待
代
、
糖
業
の
仕
事
げ
ん
は
、

ピ
栽
培
、

キ
ピ
運
搬
、
搾
汁
、
砂
糖
た
き
等
が
あ
り
、

と
れ
が
同
一
個
人
に
よ

り
人
力
、
畜
力
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。

キ
ピ
栽
培
そ
の
も
の
も
住
居
近
く
陀
耕
地
が
あ
れ
ば
便
利
で
あ
る
が
、

と
れ

自
体
は
他
の
作
物
同
様
散
村
の
絶
対
要
件
で
は
な
い
。

し
か
し
キ
ピ
が
成
熟
す

る
と

そ
れ
を
切
り
搾
汁
場
ま
で
運
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
力
と
畜
力
で
運
ぶ

が
、
キ
ピ
は
非
常
に
重
い
の
で
遠
隔
地
ま
で
運
ぶ
の
は
困
難
で
あ
る
。

そ
し
て

キ
ピ
は
切
っ
た
日
死
搾
汁
し
な
い
と
程
度
が
落
ち
る
の
で
、

そ
の
日
に
搾
汁
し

友
け
れ
ば
左
ら
左
凶
。
ま
た
搾
汁
は
そ
の
日
陀
釜
た
き
し
左
い
と
腐
敗
す
る
の
，

で
、
夜
を
徹
し
て
た
ぐ
の
が
普
通
で
あ
る
。

と
の
よ
う
花
個
人
製
糖
は
、

キ
ピ
が
重
い
と
い
う
と
と
、
キ
ピ
運
搬
、
搾
汁
、

砂
糖
た
き
の
各
段
階
の
仕
事
が
時
間
的
制
約
が
非
常

κ
大
き
い
と
と
が
特
色
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
キ
ピ
作
地
と
搾
汁
場
は
で
き
る
だ
け
近
い
方
が
よ
く
、
搾

汁
場
と
釜
場
も
近
〈
で
な
凶
と
都
合
が
悪
い
。
そ
し
て
釜
た
き
は
夜
を
徹
し
て

行
わ
れ
る
。

と
う
い
う
仕
事
が
毎
日
数
か
月
(
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
)
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
キ
ピ
作
集
落
は
、
散
村
を
最
も
有
利
と
す
る
の

で
あ
っ
て
、
散
村
で
な
け
れ
ば
奄
美
の
と
の
方
式
の
個
人
製
糖
は
、
非
常
に
む

ず
か
し
い
の
で
あ
る
。

と
う
い
う
わ
け
で
、
住
民
の
間

κは
住
居
は
自
分
の
耕
地
の
真
中
に
つ
く
る

も
の
だ
と
い
う
、
絶
対
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
強
い
観
念
が
で
き
て
い
る
c

と
れ
が
キ
ピ
作
地
に
散
村
が
で
き
る
基
本
的
理
由
で
あ
る
。

奄
美
大
島
の
キ
ピ
作
地
に
な
い
て
は
、
自
分
の
宅
地
の
周
辺
に
は
自
分
の
耕

。
地
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
た
め
、

び
と
と
ろ
の
土
地
の
交
換
分
合
な
ど
は
問
題

K

左
ら
左
か
っ
た
。
小
作
人
の
場
合
も
、

る
る
場
所
を
ま
と
め
て
小
作
し
、
自
分

キ

の
小
作
地
の
真
中

K
住
居
を
定
め
る
の
が
普
通
で
あ
っ
・
た
。

右
の
よ
う
左
わ
け
で
既
存
耕
地
主
ま
た
は
、
新
開
発
地
等
が
キ
ピ
作
地
と
な

る
場
合
、
集
落
形
態
は
き
ま
っ
て
散
村
で
あ
り
、
逆
に
散
村
地
域
は
、
新
キ
ピ
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作
地
と
考
え
て
大
過
は
念
い
。

と
と
ろ
が
問
題
は
、

キ
ピ
作
以
前
(
藩
政
中
期
以
前
)
か
ら
存
在
す
る
集
落

で
あ
る
。

と
れ
ば
米
作
を
主
と
し
て
来
た
集
村
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
村
落
は
既

存
の
耕
地
を
水
田
ま
で
キ
ピ
畑
化
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
の
新
し
い
キ
ピ

作
に
ど
の
よ
う
K
対
応
す
る
か
は
大
き
左
問
題
で
あ
る
主
。
大
土
地
所
有
者

(
ユ
ー
カ
リ
ッ
チ
ユ
)
の
場
合
、
作
人
(
家
人
)
宣
を
作
地
に
居
住
せ
し
め
、

部
分
的
に
散
村
形
態
を
と
っ
た
例
も
あ
る
が
、
既
存
の
集
村
部
落
そ
の
も
の
は

解
体
す
る
と
と
は
左
か
っ
た
。
従
来
の
集
村
の
ま
ま
で
キ
ピ
作
た
対
応
で
き
た

と
す
れ
ば
、
糖
業
と
散
村
の
関
係
は
微
弱
と
左
り
、
散
村
の
方
が
よ
り
よ
い
程

度
の
も
の
と
な
る
。

し
か
し
事
実
は
然
ら
ず
、
従
来
の
集
村
部
落
は
特
別
の
形

態
を
と
っ
て
、

乙
れ
が
季
節
的
散
村
で
あ
る
。

そ
れ
は
自
分
の
キ
ピ
作
地
に
砂
糖
小
屋
を
建
て
精
糖
期
(
9
)
の
数
か
月
閉
そ

キ
ピ
作
陀
対
応
し
た
の
で
あ
る
。

と
陀
移
住
し
、
糖
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
移
住
は
単
ま
る
役
者
だ
け
の



移
住
だ
け
で
左
〈
、

一
家
を
あ
ヰ
パ
て
移
住
し
、
子
供
は
そ
こ
か
ら
通
学
さ
せ
た
。

人
間
ば
か
り
で
左
〈
午
、
馬
、
豚
、

に
わ
と
り
、
犬
、
強
ま
で
連
れ
て
い
っ
た

と
い
う
。

ζ

う
左
れ
ば
生
活
の
全
機
能
が
砂
糖
小
量
に
移
っ
た
わ
け
で
、
完
全

移
住
で
る
る
。
部
落
に
は
キ
ピ
作
を
し
な
い
も
心
ゃ
、
部
落
付
近
げ
一
キ
ピ
畑
を

持
っ
て
い
あ
も
の
の
み
が
僅
か
残
っ
た
と
い
う
。
こ
う
な
れ
ば
数
か
月
で
は
あ

っ
て
も
、
そ
こ
陀
別
形
式
の
村
落
が
形
或
さ
れ
た
わ
け
で
、
筆
者
は
と
れ
を
季

節
的
散
村
と
仮
称
し
て
い
ふ
。

こ
の
よ
う
に
既
存
の
集
村
部
一
洛
は
、
季
節
的
散

村
の
形
態
を
と
っ
て
キ
ピ
作
陀
対
出
し
た
り
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
奄
美
大
島
の
糖
業
と
教
材
の
問
題
は
、
奄
美
の
糖
業
以
前
か
ら

存
在
す
る
古
い
集
村
部
落
の
つ
く
る
季
節
的
教
村
、
「
二
糖
業
謂
始
以
後
新
開
地

等
に
発
生
し
た
散
村
の
二
つ
に
分
け
て
論
ず
る
ζ

と
が
で
き
る

D

散
村
に
つ
い

そ
の
実
態
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

て
は
認
之
島
の
伊
仙
町
、
季
節
的
散
村
に
つ
い
て
は
大
島
の
名
瀬
市
児
つ
い
て

三
、
徳
之
島
の
散
村

徳
之
島
は
中
央
部
が
山
地
を
な
し
、

そ
の
周
辺
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
に
と
り
ま

と
れ
ら
の

か
れ
て
い
る
。
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
は
多
く
の
谷
陀
よ
っ
て
開
析
さ
れ
、

谷
な
よ
び
山
地
陀
は
水
田
が
開
け
て
い
る
が

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
面
は
広
大
左
水

の
乏
し
同
台
地
を
左
し
て
い
る
。
図
ー
に
見
る
よ
う
な
徳
之
島
の
見
事
左
散
村

は
、
と
の
サ
ン
ゴ
礁
台
地
が
キ
ピ
作
地
と
し
て
開
発
さ
れ
る
に
つ
れ
て
発
生
し

一 16

徳之島の集落

(大正 9年損Ij図 5万分の 1地形図より作成)

図 1. 
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島

慶長 15

島

キピ横目をおく

之徳大

甘熊伝来

開発西暦

1609 

年

砂穣 100万斤できる

貢米換糖上納
農民多数大島へ逃亡

定式糖 73万斤きまる

農民大島へ 300人逃亡

砂糖惣貿入始まる
砂糖惣買入始まる

得能通昭下島ノロ断圧

農民大鳥へ 300人逃亡

定式糖 73万斤

・実重糖 11万斤

定式糖 84万斤

-質重糖

---ーーーーーもーーーーー一一一一

うくsJJ 7 定式糖 350万斤
・貿重糖 110万斤

1788 

1801 

I! 8 

享和元
文化元

第
二
次

定
式
寅
入

10 グ20 " -費量梼甘
熊
畑

開
発 25 If 40 I! 1804 

50 " 

砂糖惣賢人始まる

キピ作地lIJ当 1080IBJ 
砂糖 350万斤できる

砂糖 302万斤1
グ 306 I! 

?できる
I! 315 I! 

I! 

90 I! 

100 I! 

H 

!I 

!I 

0) 
1805 

1807 
1810 

1830 

2 
4 
7 

天保元

。 14

弘 化元
嘉永 3

安政 2

第

一次
惣
賢
人

た
も
の
で
あ

J

る。

散
村
の
実
態
を
明
ら
か
げ
比
す
る
だ
は
、
ま
ず
キ
ピ
作
地
の
拡
大
だ

つ
い
て
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
を
既
述
の
「
既
存
耕
地
の
キ

ピ
畑
化
一
と
「
キ
ピ
畑
の
新
開
発
」
の
二
つ
に
分
け
て
論
ず
る

図
ー
に
よ
っ
て
徳
之
島
の
キ
ピ
作

既
存
耕
地
の
キ
ピ
畑
化

以
前
か
ら
存
在
す
る
既
存
の
集
村
部
落
が
わ
か
る
。

ほ
と
ん
ど
隆
起

サ
ン
ゴ
礁
の
関
折
谷
か

中
央
山
地
の
中
あ
る
い
は
そ
の
山
賓
の
水

の
あ
る
と
と
ろ
に
あ
る
。
米
作
を
基
盤
と
し
て
い
た
村
落
で
あ
る
。

伊
仙
町
(
菌
の
南
部
)
で
言
え
ば
、
喜
念
、
目
手
久
、
面
縄
等
の
部

(大島代官記，徳之島前録帳，鹿児島県史，その他により筆者作成)

落
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
部
落
の
付
近
陀
は
言
う
ま
で
も
な
く
キ
ピ
作

以
前
か
ら
存
在
す
る
回
、
畑
す
な
わ
ち
既
存
耕
地
が
存
在
し
た
。
砂

糠
生
産
の
強
化
陀
当
り
、
藩
は
ま
ず
既
存
耕
地
の
キ
ピ
熔
化
を
行
っ
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た
(
表
1

)
。
生
産
を
す
ぐ
あ
げ
る

K
は、

そ
れ
が
一
番
て
っ
と
'
り

早
い
方
法
で
あ
る
。

徳
之
島
げ
凡
な
い
て
、
藩
が
砂
糖
生
産
に
力
を
入
れ
始
め
る
の
は
、

前
述
の
よ
う
陀
享
保
二

O
年
(
一
七
三
五
)
キ
ピ
横
目
を
な
い
て
か

ら
で
、
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
に
は
、
早
く
も
徳
之
島
の
砂
糖
生

亘}。

産
額
は
一

O
O万
斤
に
達
し
て
い
る
キ
ピ
横
目
を
な
い
て
か
ら
僅

か
二

O
年
後
で
あ
る
。

一
O
O万
斤
の
砂
糖
を
生
産
す
る
に
は
約
一
一
一

0
0町
の
土
地
を
必
要
と
す
る
(
当
時
の
一
畝
の
砂
糖
生
産
は
三

O

ー
三
五
斤
)
。
続
い
て
宝
暦
一

O
年
へ
一
七
六

O
)
陀
は
貢
米
の
換

糖
上
納
を
令
し
豆
、
明
和
三
年
へ
一
七
六
六
)
陀
は
定
式
糖
七
三
万

斤
を
定
め
て
い
る

2
0
と
の
と
と
は
大
島
で
も
同
じ
で
、
大
島
で
は

延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
三
五

O
万
斤
の
定
式
糖
を
完
納
し
て
い
る



(
表
1
)

。
そ
の
所
要
面
積
は
一

0
0
0町
歩
以
上
と
念
る
。

と
れ
ら
の
キ
ピ

作
地
と
し
て
は
ま
ず
既
存
耕
地
が
当
て
ら
れ
、
畑
地
は
も
ち
ろ
ん
、
水
固
に
も

キ
ピ
作
を
強
制
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
史
料
を
あ
げ
る
。

著
『
奄
美
史
談
』

南
峰
都
成
植
義

(
明
治
三
六
年
ど
ろ
の
原
稿
)
の
享
保
の
項
児
、
「
一
、
(
略
)

一、

(
略
)
二
二
、
二
金
銀
ノ
奔
及
絹
布
ア
廃
シ
テ
次
第
ニ
其
品
位
ア
損
シ
タ
リ
、

畢
寛
島
民
門
閥
ア
気
取
リ
控
御
一
一
服
セ
サ
ル
フ
以
テ
ナ
リ
、
荷
シ
テ
爾
来
島
民

ハ
専
ラ
製
糖
ノ
一
事
ニ
膏
血
ア
絞
リ
、
米
穀
其
他
必
需
ノ
産
物
ハ
之
レ
ヲ
培
養

ス
ル
エ
暇
ア
ラ
ズ
、
悉
ク
之
ア
内
地
ニ
仰
ガ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
」
(
国
側
点
筆
者
)

と
あ
っ
て
、
島
民
は
製
糖
一
事
で
、
米
穀
等
の
生
産
も
さ
ぜ
左
か
っ
た
と
と
が

わ
か
る
。
ま
た
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
得
能
通
昭
が
藩
の
勧
農
使
と
し
て
下

島
し
て
い
る
が
、
そ
の
『
通
昭
録
』

(
県
立
国
書
館
所
蔵
)
に
、

「
此
の
島
の

民
は
砂
糖
を
作
り
貢
し
て
、
米
は
御
蔵
よ
り
絵
ふ
提
左
り
け
る
が
、
何
時
頃
よ

り
左
り
し
か
悪
し
き
法
起
り
、
此
の
と
と
止
み
、
悩
み
大
な
り
と
の
と
と
を
公
よ

り
仰
ぜ
出
し
あ
り
て
、
今
年
よ
り
古
政
を
改
め
け
れ
ば
・
・
・
・
」
と
あ
っ
て
、
前

史
料
と
併
せ
考
え
、
既
存
の
食
糧
田
畑
を
キ
ピ
作
地

K
転
換
し
、
食
糧
は
藩
か

ら
供
給
す
る
定
め
で
あ
っ
た
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
の
点
キ
ュ
ー
バ
の
せ

蕉
栽
培

κ類
似
し
興
味
深
い
。

と
の
既
存
耕
地
の
キ
ピ
畑
化
が
、
い
つ
の
と
ろ
か
ら
起
と
っ
た
か
明
ら
か
で

a

左
い
が
、
藩
の
砂
糖
貫
入
額
等
か
ら
み
て
、
表
ー
の
と
な
り
享
保
の
頃
か
ら
で

は
左
い
か
と
考
え
る
。

と
の
藩
の
既
存
耕
地
の
キ
ピ
畑
化
政
策
陀
よ
っ
て
、
徳
之
島
の
既
存
の
集
村

部
落
の
付
近
の
耕
地
も
、

キ
ピ
畑
化
さ
れ
た
と
と
は
言
う
ま
で
も
左
い
。
徳
之

島
の
場
合
、
明
治
七
年
の
久
能
謙
次
郎
の
「
南
島
誌
』
陀
よ
れ
ば
、
水
田
は
約

ろ話

半
分
が
キ
ピ
畑
化
さ
れ
て
い
る
。
藩
政
時
代
も
と
れ
と
大
差
左
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
畑
地
は
ほ
と
ん
ど
キ
ピ
畑
化
さ
れ
た
と
考
え
る
。

既
存
耕
地
が
キ
ピ
畑
化
さ
れ
る
陀
つ
れ
、
既
存
村
落
は
季
節
的
数
村
を
つ
く

り
、
と
れ
に
対
応
し
た
。
季
節
的
散
村
陀
つ
い
て
は
筆
者
が
最
も
具
体
的
に
調

査
し
た
名
瀬
市
陀
つ
い
て
後
述
す
る
。

キ
ピ
作
地
の
開
発

薩
摩
藩
の
財
政
は
宝
暦
の
木
曽
川
治
水
を
命
ぜ
ら

れ
て
以
後
と
く
陀
悪
化
し
、
文
政
末
は
極
限
に
達
し
天
保
の
改
革
と
左
っ
た
。

藩
財
政
の
か
か
る
状
況
か
ら
奄
美
の
糖
業
だ
は
異
常
な
重
圧
が
か
か
っ
て
〈
る
。

『
大
島
代
官
告
に
よ
れ
ば
、
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
大
島
、
徳
之
島
、
喜
界

三
島
共
児
島
中
出
来
砂
糖
惣
買
入
を
達
し
、
諸
売
買
を
差
留
め
、
島
民
用
分
の

そ
し
て
天
明
七
年
(
一
七
八
七
)
以
後
は

(与

第
二
次
定
式
寅
入
(
表
1

)
と
な
る
が
、
定
式
糖
の
ほ
か
買
重
糖
は
、
表
1

品
は
藩
よ
り
差
し
下
す
事
と
し
た
。
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の
よ
う

K
次
々
と
追
加
さ
れ
、

さ
ら
K
余
計
糖
を
出
さ
ね
ば
日
用
品
が
貰
え
ず
、

島
民
は
キ
ピ
一
色
の
中
で
塗
炭
の
苦
し
み
に
陥
っ
た
。

徳
之
島
の
場
合
、
砂
糖
の
生
産
額
は
、

方
法
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
は
前
記
の
と
な
り
一

O
O万
斤
で

『
徳
之
島
前
録
帳
』
や
砂
糖
総
買
上

あ
っ
た
も
の
が
、
天
保
一
四
年
(
一
八
四
三

)κ
は
約
三

O
O万
斤
と
な
り
、

約
三
倍
に
在
っ
て
い
る
。

三

O
O万
斤
の
生
産
の
た
め
に
は
、
約
一

O
O
O町

と
の
一

O
O
O町
歩
は
、
表
ー
の
天
保
の
惣
買
入

の
時
の
キ
ピ
作
地
の
徳
之
島
割
当
一

O
八

O
町
と
大
体
合
致
し
て
い
る
の
で
、

歩
の
土
地
が
必
要
と
在
る
。

信
頼
さ
れ
て
よ
い
。

そ
う
す
れ
ば
宝
暦
時
が
前
記
の
と
台
り
三

O
O町
余
で
あ

る
か
ら
、
宝
暦
か
ら
文
政
ど
ろ
ま
で
の
間

κ、
徳
之
島

K
か
い
て
は
六

O
O町

余
の
キ
ピ
作
地
が
増
加
し
た
と
と

K
左
る

3
0
『
徳
之
島
前
録
帳
』
天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
の
項
に
次
の
記
事
が
あ
る
。



一
、
新
古
黍
地

九
百
六
十
三
町
九
反
廿
歩

内

新

二
百
七
十
壱
町
六
反
八
畦
六
歩

古

六
百
九
十
二
町
五
反
二
畦
十
四
歩

右
当
秋
見
分
竿
入
町
反
惣
総

一
、
新
古
黍
地

千
十
九
町
四
畦
廿
三
歩

内

新

三
百
四
町
弐
反
日
陛
十
九
歩

古

七
百
十
四
町
七
反
六
畦
四
歩

但
当
未
春
三
間
切
村
ニ
黍
地
惣
総
届
本

差
引

五
十
五
町
壱
反
四
畦
三
歩

内

新

三
十
二
町
九
反
十
三
歩

古

二
十
二
町
二
反
二
反
三
桂
廿
歩

一
、
此
代
三
間
切
黍
植
重
被
仰
渡
、
黍
地
時
々
見
分
と
〆
詰
役
壱
人

役
両
人
ツ

L
被
召
列
、
手
A
A
を
以
竿
入
経
反
見
分
い
た
し
侯
処
、
嶋

中
千
了
余
ニ
棺
及
候
、
尤
七
年
大
風
三
間
翌
春
砂
糖
大
分
引
入
侯
事
、

(
以
下
略
)

と
れ

K
よ
っ
て
も
天
保
の
は
じ
め
黍
地
が
約
一

0
0
0町
歩
あ
っ
た
と
と
は

確
実
で
あ
る
。
た
だ
右
の
数
字
に
新
古
と
あ
る
の
は
、
ど
の
時
期
を
基
準
と
し

て
い
る
か
よ
〈
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
と
れ

K
よ
っ
て
も
新
黍
地
が
相
当
あ
っ

た
と
と
は
明
確
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
徳
之
島
の
砂
糖
生
産
額
は
、
表
ー
の
と
な
り
大
体
三
〈

VC万
斤
で
、

幕
末
ま
で
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
天
保
一
冗
年
の
黍
地
割
当
一

O
八

O
町

に
も
そ
の
後
変
化
は
な
い
。
前
記
明
治
七
年
の
『
南
島
誌
』

K
も
黍
地
九
一
回

町
、
生
産
三

O
O万
斤
と
左
っ
て
い
て
、
天
保
の
は
じ
め
と
大
差
左
い
。
ず
る

と
、
前
記
徳
之
島
の
宝
暦
九
年
以
後
の
六

O
O町
余
の
キ
ピ
地
の
増
加
は
、
大

体
宝
暦
か
ら
文
政
の
間
陀
行
わ
れ
た
と
と
陀
左
り
、

と
の
聞
が
徳
之
島
の
耕
地

開
発
が
積
極
的
犯
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
と
は
疑
い
左
い
。
中
で
も
砂
糖
生

産
が
強
化
さ
れ
る
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
の
第
一
次
惣
買
入
か
ら
、
第
二
次

定
式
買
入
の
終
る
文
政
ま
で
の
約
五

0
年
間
を
開
発
の
盛
ん
左
時
期
と
考
え
る
。

キ
ピ
地
の
増
加
と
言
っ
た
場
合
、
前
記
『
徳
之
島
前
録
惨
』
の
数
字
の
、
新

黍
地
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
全
部
が
新
開
発
地
と
は
限
ら
左
凶
。

そ
れ
は
既
存

耕
地
の
転
換
陀
よ
る
も
の
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
既
存
耕
地
の
キ

ピ
畑
化
は
、
前
記
の
よ
う
に
キ
ピ
栽
培
の
当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
が
い
つ
ま
で
も
無
制
限

κ
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
安
永
六
年
(

一
七
七
七
)

前
記
得
能
通
昭
が
下
島
し
、
藩
庁
げ
人
建
議
し
、
従
来
島
民
の
食
糧
を
藩
庫
か
ら

供
給
し
て
い
る
と
と
に
対
し
、

「
御
蔵
米
を
島
民
に
分
配
し
て
常
食
の
料
た
ら

書
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し
む
る
と
と
は
廃
止
し
・
・
」
と
あ
り
、
ま
た
従
来
キ
ピ
作
一
本
花
島
民
を
し
め

つ
け
て
い
た
と
と
え
対
し
、

「
従
来
過
重
に
甘
煎
栽
培
を
強
制
し
て
余
り
に
耕

作
の
自
由
を
束
縛
ぜ
し
と
と
を
弛
め
、
之
を
一
定
量
に
限
り
て
其
の
程
度
は
時

宣
r
k

定
む
る
と
と
・
・
・
・
」
と
し
て
い
る
の
で
、

キ
ピ
作
地
以
外
の
耕
地
も
必
要

と
な
り
、
既
存
耕
地
の
キ
ピ
畑
化
は
制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
左
い
。

し
た
が
っ

て
と
の
六

O
O町
歩
の
増
大
の
大
部
分
は
、
新
開
発
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
大

過
は
な
い
と
思
う
。

と
の
耕
地
開
発
K
大
き
左
影
響
を
与
え
た
の
は
前
記
得
能
通
招
で
あ
る
。
安

永
六
年
(
一
七
七
七
)
彼
が
下
島
し
た
の
は
、
当
時
各
島
と
も
砂
糖
不
作
で
、

そ
の
対
策
の
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
多
く
の
改
善
策
を
考
え
た
が
(
前
記
の
と

と
も
そ
の
一
っ
て
耕
地
開
発
に
も
意
を
用
同
事
、
ノ
ロ
や
ユ
タ
が
耕
地
開
発

に
非
常
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
と
を
知
り
、

と
れ
を
断
圧
し
大
々
的

κ耕
地

開
発
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
昇

曙
夢
の
『
大
奄
美
史
』

K
も、

「
:
:
後



ま
で
耕
作
し
・
・
・
・
」
と
記
し
、

文
化
年
間

κ
及
ん
で
開
墾
切
換
の
法
が
盛
ん
と
左
り
、
山
上
よ
り
谷
底
陀
至
る

の
と
し
て
い
る
。

-
て
の
源
を
得
能
通
昭
の
指
導
奨
励
に
発
す
る
も

と
れ
ば
大
島
に
つ
凶
て
の
記
事
で
あ
る
が
、
徳
之
島
も
大
島

に
準
じ
て
、
前
記
の
と
な
り
安
永
以
後
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
差

支
え
左
い
c

筆
者
が
伊
仙
町
妃
つ
い
て
具
体
的
に
調
査
し
た
結
果
も
、

に
左
っ
て
い
る
(
後
述
)
。

と
の
唯
一
明

ζ

の
六

O
O町
歩
は
地
形
上
ど
と
で
る
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
徳
之
島

そ
れ

κ山
間
地
域
で

の
地
形
か
ら
し
て
そ
れ
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
面
を
主
と
し
、

あ
っ
た
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

と
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
や
山
間
地
域
が
開
発
さ
れ
、

キ
ピ
畑
化
ず
る
陀
つ
れ
、

散
村
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
既
存
耕
地
が
キ
ピ
作
地
化

す
る
場
合
も
母
村
か
ら
離
れ
て
い
る
場
所
等
げ
ん
か
い
て
は
、
分
家
等
に
よ
っ
て

盤明治21年宅地

1Za'男，古21-沼3高年新宅地 A朝家耕地 B奏家耕地

ー土地所有者区分線 C平山家耕地

図 2 伊仙町役場付近の散居状態、
(土地台帳及び地籍図陀よる)

散
村
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
考
え
得
る
こ
と
で
、
一
安
ず
る
に
新
菊
地
や
窺

存
部
落
か
ら
の
季
節
的
散
村
が
及
ば
な
い
キ
ピ
作
地
之
、
教
付
が
目
立
帯
し
ん
だ
と

一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
で
る
ろ
う
。
次
げ
一
伊
仙
町
の
散
村
冗
つ
凶
て
具
体
的
だ
述
べ
る
。

伊
仙
町
の
散
村

村
げ
人
対
し
、

伊
仙
町
に
は
東
部
の
喜
念
、

自
子
久
、

面
倒
問
等
の
佐
一
市

西
部
に
は
伊
仙
、
検
福
等
児
見
事
左
散
吋
が
成
立
し
て
?
竺
こ

れ
ら
の
散
村
の
う
ち
、
伊
仙
町
役
場
付
近
か
ら
南
方
海
岸
ま
で
、

明
治
二
一
」
平

の
土
地
台
帳
な
よ
び
そ
の
地
籍
図
を
利
弔
し
て
、
散
村
。
実
態
を
謂
査
し
み
て
コ

調
査
地
域
は
国

I

K
示
し
た
と
な
り
で
あ
る
。

新・勇・平山 3家の宅地および耕地

家 名 宅 地 宅地周辺の耕地 遠耕地

喜佐統
6畝27歩 反3畝20歩 町8反7畝18歩

車自 家 喜美豊 4 ~ 29 1 .5 . 03 1 6 26 

喜佐孝 3 ~ 28 3.4 . 08 1 0 2 00 

喜佐行 3 1 1 8 08 

毒玉虫官 5 17 1 0 22 4 ~ 7 07 

ヰき 家 行 7 04 4.9.28 13 3~13 

喜玖被 5 01 4.3.09 

芳 広 よ ~U6 1.1.07 
平山家 平安民!J 5 . 27 3.0 . 1 6 1.0..3 .19 

明治 21年表 2

函

2
は
謂
査
地
域
の
明
治
二
一
年
。
耕

(土地台帳による)

地
と
宅
地
。
状
況
を
地
籍
図
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
宅
地
以
外
は
全
部
畑
地
で
毛

る
。
ま
ず
耕
地
を
所
有
者
別
に
区
画
し

- 20 -

ぞ
れ
に
そ
の
耕
地
の
所
有
者
の
宅
地
を
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
耕
地
法

あ
る
が
宅
地
の
左
い
も
の
は
、
耕
地
。
一
叶
ハ

有
者
が
そ
と
だ
い
念
い
も
の
で
事
る

日祈

地
は
数
筆
か
ら
左
っ
て
い
る
の
が
普
通
で

宅
地
一
筆
、
耕
地
一
筆
と
凶
う
の
ば
き
わ

め
て
少
左
凶
c

本
国
で
よ
く
わ
か
る
と
な
り
、
各
本
一
地

は
そ
の
所
有
者
の
耕
地
陀
と
り
罰
ま
れ
、

正
し
〈
散
村
で
あ
る
(
南
部
を
除
〈
、
後

述
)
じ

ま
ず
と
の
明
治

一
年
の
状
況
宇
一

観
察
し
、

こ
れ
を
基
準
と
し
て
そ
れ
以
計



朝・勇・平山家の明治前後の系図表 3
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ぞ
れ
以
後
を
考
え
る
と
、

と
の
地
の
山
村
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
が
で
き
る
。

と
の
図
で
わ
か
る
と
な
り
、
散
村
の
形
態
は
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
部
分
的

げ
礼
は
宅
地
が
密
集
し
、

周
辺
の
耕
地
が
少
を
く
、
散
村
と
し
て
は
薄
弱
左
気
の

す
る
場
所
も
あ
る
。

と
の
図
の
地
域
で
最
も
古
く
、
宅
地
が
密
集
し
て
い
る
朝

(
図
の

A
)
、
勇
(
図
の

B
)
、
平
山
(
図
の

C
)
の
三
家

κ
つ
い
て
、
明
治

二
一
年
の
土
地
台
帳
の
宅
地
、
耕
地
の
面
積
を
一
示
す
と
表
2
の
と
な
り
で
あ
る
。

耕
地
の
う
ち
遠
耕
地
と
い
う
の
は
、
宅
地
は
近
く
陀
念
〈
遠
方
陀
あ
る
耕
地

の
と
と
で
る
る
。

と
の
表
に
よ
る
と
、
宅
地
は
大
体
五
畝
内
外
、
宅
地
付
近
の

耕
地
は
三
反
以
上
が
三
戸
、

一
反
か
ら
二
反
が
三
戸
、

一
反
未
満
が
三
戸
と
左

っ
て
凶
る
。

と
の
程
度
の
耕
地
で
は
生
計
は
立
た
左
い
。
散
村
と
し
て
の
意
義

も
薄
弱
と
な
る
が
、

と
の
三
家
の
付
近
は
、

ζ

の
辺
で
開
拓
が
古
川
引
と
言
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
、
最
初
か
ら
と
う
い
う
状
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。

と
の
地

域
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
宅
地
周
辺
の
耕
地
は
普
通
四

1
五
反
は
あ
っ
て
、

教
村
の
形
態
を
整
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
図
ー
で
も
わ
か
る
と
な
り

伊
仙
の
と
の
辺
の
散
村
は
徳
之
島
全
体
の
散
村
か
ら
み
て
、
相
当
密
集
し
た
散

村
で
あ
る
。

各
宅
地
の
隣
近
辺
は
大
体
同
族
で
あ
る
。
と
れ
は
分
家
を
し
た
結
果
で
、
前
記

三
家

K
つ
凶
て
具
体
的
に
示
そ
う
。
右
三
家
の
系
図
を
戸
籍
の
除
籍
簿
や
き
き

も島

が
き
陀
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

と
の
う
ち
明
治
二
一
年
宅
地
を

も
っ
て
い
る
の
は
付
点
が
し
て
あ
る
九
氏
で
、
図
2
に
は
表
3
の
符
号
で
一
示
し

て
あ
る
。

と
れ

K
よ
っ
て
分
家
で
宅
地
が
増
加
し
、
耕
地
が
分
割
さ
れ
た
と
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
朝
家

(
A
)
で
は
本
家
は
朝
喜
佐
統
、
勇
家
は
勇
喜
玖
盛
、

平
山
家
は
平
山
芳
広
で
あ
る
。
朝
家
の
場
合
、
喜
美
幾

(
A
2
の
1

)
、
喜
佐

信

(
A
2
の
2
)
の
幼
少
の
こ
ろ
は
、
毛
地
は
本
家
一
つ
で
耕
地
も
分
割
さ
れ

て
い
一
な
か
っ
た
と
と
に
な
る
。
耕
地
の
所
有
関
係
に
多
少
の
変
動
が
あ
っ
た
か

も
知
れ
左
い
が
、
明
治
二
一
年
の
ま
ま
で
朝
家
の
宅
地
周
辺
の
耕
地
を
集
計
す

る
と
、

七
反
三
畝
余
と
左
る
。
宅
地
は
六
畝
二
七
歩
で
あ
る
。
同
様

κ
し
て
勇

家
、
平
山
家
を
計
算
す
る
と
、
勇
家
は
宅
地
五
畝
一
七
歩
、
耕
地
七
反
二
畝
二

五
歩
、
平
山
家
は
宅
地
三
畝
六
歩
、
耕
地
図
反
七
畝
二

O
歩
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
三
家
は

M
、
加
、
白
か
ら
始
ま
っ
て
凶
る
の
で
、
出
生
年
の
わ
か
っ
て
凶
る

子
孫
(
竹
山
、
回
目
、
白
等
)
の
出
生
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、

ζ

の
三
家
が
は

じ
ま
っ
た
年
代
が
大
体
わ
か
る
。
大
体
安
永
ど
ろ
か
ら
文
化
ど
ろ

K
か
け
た
と

ろ
と
国
ゅ
う
。

さ
き

K
安
、
一
氷
ど
ろ
か
ら
文
化
ど
ろ
ま
で
の
間
K
耕
地
開
発
が
行
わ

れ
、
そ
と
に
散
村
が
成
立
し
た
と
と
を
述
べ
た
が
、

と
の
伊
仙
で
の
調
査
で
も

大
体
そ
れ
と
一
致
す
る
。
散
村
成
立
後
数
十
年
を
経
た
明
治
二
一
年
に
は
宅
地

の
多
少
密
集
す
る
と
と
ろ
も
現
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
分
家
の
結
果
で
あ
る
。
現

地
陀
は
A
M
家
は
遠
方
『
比
す
る
風
習
が
強
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
農
耕

を
あ
ま
り
や
ら
左
い
家
庭
も
あ
っ
た
り
し
て
公
式
通
り
に
は
い
か
な
い
。

し
か

し
本
家
近
く
げ
人
分
家
す
る

κ
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
分
数
し
て
宅
地
を
定
め
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
図
2

K
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

本
家
近
く
に
分
家
を
す
れ
ば
耕
地
不
足
を
来
す
と
と
は
言
う
ま
で
も
左
い
。

そ
の
補
い
は
遠
隔
地
に
求
め
る
外
な
い
。

ぞ
れ
が
表
2

K
示
し
た
遠
隔
耕
地
で

あ
る
。

そ
の
場
所
は
閣
の
南
半
分
で
あ
る
。
徳
之
島
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
開
発

は
、
多
く
が
中
央
山
地
の
山
麓
か
ら
海
岸
の
方
へ
向
っ
て
い
る
c

伊
仙
の
場
合

も
正
し
く
図
2
の
よ
う
K
海
岸
の
方
へ
向
っ
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同

図
K
右
三
家
の
遠
隔
耕
地
を
示
し
た
。
明
治
二
一
年
現
在
で
は
、
ま
だ
と
の
新

耕
地

K
は
三
家
の
宅
地
は
少
な
い
。

A
U
家
以
前
は
宅
地
周
辺
の
耕
地
で
キ
ピ
も

食
糧
作
物
(
主
と
し
て
甘
藷
)
も
栽
培
で
き
た
と
思
わ
れ
る
が

A
4

家
児
ょ
っ

。69
“
 



て
宅
地
周
辺
の
耕
地
が
少
な
く
な
る
と
、

キ
ピ
は
宅
地
付
近
で
、
食
糧
は
遠
濡

地
で
と
い
う
と
と
に
在
っ
た
。

し
か
し
家
族
が
ふ
え
て
く
れ
ば
、
遠
隔
地
を
開

拓
し
て
キ
ピ
も
栽
培
す
る
と
い
う
と
と
は
当
然
起
と
っ
て
く
る
。
遠
隔
地
陀
キ

ピ
を
栽
培
す
る
場
合
は
砂
糖
小
屋
を
作
り
遠
い
場
合
は
季
節
的
散
村
陀
よ
っ
て

製
穂
す
る
ζ

と
が
普
通

K
行
わ
れ
、
子
供
が
今
家
す
る
場
合
は
と
う
い
う
砂
糖

小
屋
を
母
体
と
し
て
分
家
す
る
。

と
の
よ
う
に
し
て
散
村
は
新
開
地
陀
拡
大
し

て
ゆ
く
。

と
の
状
況
を
示
し
た
の
が
函

2
の
明
治
二
一
年
以
後
昭
和
三
六
年
ま

で
に
で
き
た
新
宅
地
の
分
布
で
あ
る
。
既
宅
地
付
近
児
も
耕
地
の
広
い
と
こ

ろ
rk
は
若
手
見
ら
れ
る
が
、
大
部
A
A
は
既
存
宅
地
の
な
加
と
と
ろ
、
す
念
わ
ち

南
方
へ
の
分
布
で
あ
る
。
糖
業
と
散
村
の
避
け
難
い
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

と
と
ろ
が
明
治
以
後
は
、
糖
業
と
散
村
の
本
質
的
な
関
係
の
他
定
、
散
村
を

維
持
す
る
も
う
一
つ
の
新
し
い
条
件
が
現
わ
れ
た
。

そ
れ
は
出
稼
で
あ
る
。
明

治
以
後
は
、

と
〈
陀
そ
の
後
半
以
後
は
奄
美
で
は
出
稼
が
特
に
多
く
左
る
の
で

あ
る
。
出
稼
が
多
〈
な
る
と
現
地
で
の
分
家
は
少
な
く
な
る
の
は
当
然
で
、

れ
が
散
村
を
維
持
す
る
大
き
左
要
件
と
左
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
右
三
家
の
出

稼
の
状
況
は
表
3
K
示
し
た
と
な
り
で
非
常
K
多
〈
、

明
治
二
一
年
の
散
村
の

状
態
を
後
々
ま
で
維
持
す
る
の
陀
非
常
児
役
立
っ
た
コ

と
の
池
の
散
村
は
約
二

O
O年
の
長
き
に
一
臼
一
っ
て
維
持
さ
れ
て
来
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
個
人
製
糖
の
本
質
に
根
ざ
し
、

は
、
そ
れ
に
出
稼
が
加
わ
っ
た
結
果
陀
よ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
明
治
以
後

砺
波
平
野
の
散
村
の
場
合
、

そ
の
成
立
要
件
の
一
つ
と
し
て
ど
と
に
で
も
水

が
あ
る
と
と
が
ち
げ
ら
れ
る
。

と
の
伊
仙
の
場
合
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
で
左
と
に
住

ん
で
も
水
は
な
い
の
で
あ
る
。
水
は
昭
和
三
十
三
年
水
道
が
で
き
る
ま
で
は
、

皆
中
央
山
地
の
山
麓
ま
で
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
水
汲
み
し
左
け
れ
ば
左
ら
な

か
っ
た
。
山
麓
ま
で
は
相
当
の
距
離
で
あ
る
の
で
、
宅
地
を
分
散
す
る
た
め
に

生
ず
る
多
少
の
遠
近
は
問
題
陀
左
ら
な
い
。
水
汲
み
の
苦
労
よ
り
糖
業
の
方
が

優
先
す
る
と
多
く
の
古
老
は
言
っ
て
い
る
。
ど
ζ

犯
で
も
水
は
あ
る
の
だ
か
ら

ど
と

κ住
ん
で
も
よ
い
と
い
う
と
と
が
真
な
ら
ば
、
ど
と

K
で
も
水
が
な
い
の

だ
か
ら
、
ど
と

K
住
ん
で
も
よ
い
と
い
う
と
と
も
ま
た
真
で
あ
る
。

と
と
で
は

逆
も
ま
た
真
な
り
と
い
う
ζ

と
陀
左
る
。

日
本
復
帰
後
間
も
な
く
工
場
製
糖
と
左
っ
た
の
で
、
個
人
製
糖
は
全
く
左
〈

な
り
、
散
村
成
立
の
基
本
要
件
が
念
く
な
っ
た
。
季
節
的
散
村
は
重
ち

K
姿
を

消
し
、
散
村
は
崩
壊
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
散
村
の
場
合
季
節
的
散
村
と
異
り

す
ぐ
に
は
念
く
な
ら
左
い
。

そ
れ
は
複
雑
念
要
件
が
か
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
基
本
要
件
が
左
〈
在
っ
た
以
上
、

い
つ
ま
で
も
数
村
を
続
け
る
必

- 23ー

要
は
な
い
。
既
に
交
通
の
便
利
左
県
道
沿
い
等

κ多
く
の
人
家
が
集
ま
っ
て
来

て
同
る
。

こ
の
崩
壊
過
程
は
今
後
の
研
究
課
題
と
在
る
。

そ

四
、
名
瀬
市
の
季
節
的
散
村

大
島
の
地
形
は
徳
之
島
と
は
全
く
違
っ
て
く
る
。
険
峻
な
壮
年
地
形
が
島
の

大
部
分
で
、
谷
は
深
く
平
地
は
谷
底
に
僅
か
ば
か
り
開
け
る
だ
け
で
あ
る
。

沈
降
地
形
で
あ
る
の
で
谷
底
は
き
わ
め
て
低
平
な
埋
積
平
野
で
あ
る
が
、

谷
の

上
流
部
は
扇
状
地
形
を
左
し
て
い
る
。

ま
た
い
ず
れ
の
谷
も
そ
の
下
流
の
海

岸
に
は
砂
丘
が
発
達
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
谷
の
縦
断
面
は
上
流
か
ら
一
扇
状

地
、
低
地
、
砂
丘
と
左
る
(
図

3
)
。
一
扇
状
地
末
端
の
湧
水
点
か
ら
砂
丘
裏
ま

で
は
水
田
で
、
砂
丘
裏
は
な
な
む
ね
湿
田
で
あ
る
。
集
落
は
国
3
の
よ
う
に
砂

丘
裏
に
立
地
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、

そ
の
ほ
か
湧
水
点
以
下
の
谷
の
両
側
陀

処
々

κ存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
集
落
は
一
般
K
古
く
、
水
田
を
碁
熊
と
し
た
集



村
で
あ
る
こ
と
は
ニ
一
一
コ
う
ま
で
も
左
M
o

キ
ピ
栽
培
山
市
川
護
ん
と
在
る
藩
政
中
期
之

な
い
て
、
水
田
は
大
部
分
開
発
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

上
流
部
の
一
扇
状

地
が
開
発
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
左
い
。
上
流
部
に
集
落
が
ほ
と

ん
ど
存
'
在
し
て
凶
左
い
と
と
ろ
を
見
る
と
、
ま
だ
あ
ま
り
開
発
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
各
谷
の
谷
壁
は
下
流
部
ま
で
相
当

急
斜
面
で
あ
る
。

キ
ピ
栽
培
の
は
じ
ま
る
と
ろ
は
無
論
未
開
発
で
あ
っ
た

3

既
存
耕
地
の
キ
ピ
畑
化
と
新
開
発

こ
う
い
う
開
発
状
態
の
時
キ
ピ
栽

培
の
強
化
が
始
ま
る
。
ま
ず
既
耕
地
特
泥
水
田
の
キ
ピ
畑
化
で
あ
る
c

下
流
部

の
湿
田
地
域
以
外
の
水
田
は
大
部
分
キ
ピ
畑
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

キ
ピ
畑
化
で
き
な
い
水
田
が
現
地
で
観
察
し
て
約
一
一
一
分
の
一
は
る
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
前
記
明
治
七
年
の
『
南
島
誌
』
に
よ
る
と
、
大
島
の
水
田
一

九
八
八
町
の
う
ち
、
稲
作
を
し
て
い
る
の
が
七
一
八
町
あ
る
の
で
、
約
三
分
の

一
ば
キ
ピ
畑
化
で
き
乏
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
同
る
。

次
に
徳
之
島
同
様
安
永
ご
ろ
か
ら
大
開
発
の
時
期
を
迎
え
る
。

ぞ
の
開
発
場

所
は
、

上
流
の
扇
状
地
が
開
発
さ
れ
て
い
左
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

ま
ず
そ
こ
が

間
開
発
さ
れ
よ
い
キ
ピ
畑
と
左
っ
た
で
あ
ろ
う
(
現
在
も
す
ぐ
れ
た
キ
ピ
畑
で
あ

る
)

o

次
に
山
地
斜
面
で
あ
る
が
、
文
化
二
年
の
一
「
奄
美
大
島
誌
料
」
立
に
よ

「
甘
藷
は
平
地
に
は
全
ぐ
左
し
、
凡
て
片
下
り
の
と
こ
ろ
左
旬
。
是
も

れ
ば
、

至
極
烈
し
け
れ
ば
手
掛
り
左
〈
て
は
登
り
も
六
ケ
敷
程
陀
て
筑
陀
崩
れ
か
か
る

如
き
数
十
丈
の
所
に
作
り
た
る
も
の
多
し
一
と
あ
る
。

こ
れ
は
山
地
斜
面
の
段

々
畑
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
文
化
の
と
ろ
既
陀
相
当
開
発
さ
れ
て
い
た
と

と
を
示
し
て
い
る
。
作
物
が
島
氏
の
食
糧
で
あ
ふ
甘
藷
で
あ
っ
た
と
と
も
明
ら

か
で
あ
る
が

B
、
と
れ
は
平
地
は
水
田
と
い
わ
ず
畑
地
?
と
い
わ
ず
、

一
部
を
除

凶
て
キ
ピ
畑
化
さ
れ
た
た
め
、
色
町
民
は
食
糧
を
と
の
難
儀
左
山
地
斜
置
に
求
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
山
地
斜
面
の
開
発
地
が
甘
藷
ば
か

り
で
左
〈
、

キ
ピ
も
栽
培
し
た
ζ

と
は
古
老
も
よ
く
知
つ
て
な
り
、
前
記
『
南

島
誌
』
に
も
大
島
の
高
外
山
野
地
(
山
地
斜
置
)
二
六
四
六
町
の
う
ち
キ
ピ
作

地
五
二
九
町
と
記
し
て
い
る
。
山
地
斜
面
の
新
開
発
地
の
約
五
分
の
一
が
キ
ピ

畑
で
あ
っ
た
と
と
げ
凡
な
る
。

こ
の
よ
う
に
大
島
で
は
既
存
耕
地
の
キ
ピ
畑
化
、
新
キ
ピ
作
地
の
開
発
が
行

わ
れ
で
も
、

そ
の
作
戦
の
た
め
、
部
分
的
に
は
あ
っ
て
も
一
般
的
に
は
徳
之
島

の
よ
う

K
散
村
が
形
成
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
大
島
で
は
新
し
い
キ
ピ
作

κ対
し
既
村
の
集
村
部
落
か
ら
出
か
け
る
季
節
的
散
村
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。

こ
れ
は
新
開
地
の
一
扇
状
地
や
山
地
斜
面
が
、
徳
之
島
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
よ
う

陀
広
大
左
土
地
で
な
〈
、
ま
た
旧
水
田
地
域
は
湿
気
が
多
く
住
居
と
し
て
好
ま

し
〈
左
い
と
と
等
が

そ
の
一
国
で
は
左
い
か
と
考
え
る
。

名
瀬
市
の
季
節
的
散
村

季
節
的
散
村
の
状
況
を
知
る
だ
は
、
製
糖
の

行
わ
れ
た
場
所
、
す
左
わ
ち
砂
糖
小
墨
の
位
置
を
調
査
し
、

そ
の
分
布
国
を
作

れ
ば
よ
い
c

ぞ
れ
が
散
村
を
一
不
す
と
と
げ
止
な
る
。
大
患
に
な
い
て
は
製
糖
は
水

市
十
九
む
よ
び
牛
車
で
行
わ
れ
た
の
で
、
砂
糖
小
崖
は
水
車
、
牛
車
別
陀
調
査
し
な

け
れ
ば
左
ら
左
い
一
υ

名
瀬
市
の
各
河
川
の
流
域
別
加
に
調
査
し
た
も
の
が
図

3
で

あ
る
。と

れ
は
昭
和
三
十
六
年
実
地
調
査
陀
よ
っ
て
確
認
し
た
も
の
で
、
昭
和
初
年

の
状
況
と
し
て
調
査
し
た
。
古
老
そ
の
他
の
人
の
一
マ
一
口
死
一
記
情
違
凶
や
、
記
憶
も

れ
位
一
一
づ
も
若
干
あ
る
か
も
し
れ
左
い
が
、
表
4

の
明
治
一

B) 

年
報
』
の
数
字
と
大
体
一
致
す
る
の
で
、
図

K
よ
っ
て
大
島
の
季
節
的
散
村

一
年
「
鹿
児
島
県
勧
業

の
実
態
が
大
体
わ
か
る
c

と
れ
児
よ
っ
て
藩
政
時
代
の
状
況
も
推
察
で
き
る
と

思
う
。
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名瀬市の季節的散村図 3.

大
島
は
平
地
は
湿
田
の
一
部
を
除
い
て
湿
白
地
域
、
一
扇
状
地
地
域
は
ほ
と
ん

ど
キ
ピ
畑
化
し
、
ぞ
と
に
国
の
よ
う
に
毎
年
冬
を
中
心
陀
数
か
月
間
季
節
的
散

村
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
水
車
あ
り
牛
車
あ
り
で
多
彩
左
製
糖
風
景
が
展
開

し
た
。
水
車
は
牛
車
よ
り
二
倍
半
く
ら
い
能
率
が
よ
く
事
、
ま
た
自
然
力
を
利

用
す
る
の
で
面
倒
が
な
く
条
件
は
非
常
に
よ
い
の
で
あ
る
が
、
水
が
左
け
れ
ば

で
き
ず
ま
た
資
力
が
念
け
れ
ば
水
車
の
建
設
は
で
き
左
凶
。
水
車
製
糖
は
奄
美

大
島
で
は
大
島
だ
け
で
、
他
の
島
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
で
水
が
乏
し
く
、
水
車
製

糖
は
全
く
存
在
し
左
か
っ
た

大
島
の
水
車
の
大
部
分
は
藩
政
時
代
に
で
き
て
凶
る
。
大
島
陀
は
水
は
豊
富

に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
水
車
建
設
に
は
水
路
を
相
当
遠
方
か
ら
ひ
か
左
け
れ
ば

奄
美
の
上
層
階
級
は
、

走
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
資
力
が
一
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
藩
政
時
代
げ
k

h

x

け
る

ユ
ー
カ
リ
ブ
チ
ユ
と
呼
ば
れ
る
人
達
で
、
大
島
の
水
車

25 -

は
ほ
と
ん
ど
と
の
人
達
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
凶
る
。
公
的
念
資
力

K
よ
っ
て
建

的
左
も
の
で
、
規
模
は
大
き
く
左
い
。

設
さ
れ
た
も
の
は
、
現
在
ま
で
全
〈
聞
い
て
い
左
い
。
水
車
の
用
水
路
は
中
世

大
部
分

の
農
民
は
水
車
が
な

く

牛
，罵
車
で
製
糖
し
た

水
車

牛

明治 16年鹿児島県勧業年取ωT
も

名瀬の牛車・
水車製樗

村 名 牛車 水車

金 久 20 12 

朝 仁 1 1 5 

宿 5R 7 

知名瀬 2再 13 

機瀬部 20 12 

伊津部 12 14 

大 肯旨 14 25 

浦 上 26 29 

有 屋 14 9 

{中 勝 7 2 

小瀬湊 34 5 

名 勝 19 7 

伊津部勝 2 7 

朝 戸 2 5 

西{中勝 22 20 

芦花部 19 1 

有 良 11 3 

計 319 176 

、
、、 -、

L 

-旬、

大 t

和 I

1 ----， 
村人

〆 」 ー

/住
¥ 

...‘ 用、
、、

L 
村 、ーへ¥

表 4



に
な
い
も
の
は
、
人
の
も
の
を
一
時
借
司
し
て
製
糖
し
え
と
い
う
。

製
糖
期
げ
い
在
れ
ば
(
十
一
月

l

三
月
)
茨
存
の
部
落
か
ら
一
家
を
あ
げ
て
、

と
れ
ら
の
砂
糖
小
屋
一
児
移
住
し
、
各
河
川
の
流
域
だ
は
一
時
的
に
散
村
が
成
立

し
た
の
ぜ
あ
る
。
奄
美
大
島
の
大
島
以
外
の
島
に
は
、
教
村
む
よ
び
季
節
的
致

村
が
共
犯
存
在
し
た
が
、
大
島
は
ほ
と
ん
ど
季
節
的
散
村
だ
け
で
数
村
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
な
く
糖
業
に
対
応
し
た
。
と
れ
は
大
島
の
大
き
左
特
色
で
あ
る
。

五、

む

す

び

て
奄
美
大
島
の
糖
業
は
藩
政
時
代
の
中
頃
か
ら
盛
I
T

へ
と
な
っ
た
が
、
最
初
か

ら
藩
財
政
の
重
要
在
住
と
ぎ
れ
、
藩
権
力
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
畑
地
は
も
ち

ろ
ん
水
田
ま
で
キ
ピ
作
を
強
制
さ
れ
、
奄
美
の
社
会
は
一
変
し
た
。

二
、
奄
美
大
島
で
行
わ
れ
た
形
式
の
個
人
製
橋
で
は
¥
集
落
形
態
は
教
村
が
最

も
有
利
で
、
個
人
製
糖
と
散
村
は
必
然
的
と
一
一
一
一
口
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
の
密
接
左

関
係
が
る
っ
た
。

し
た
が
っ
て
糖
業
開
始
以
後
新
開
地
等
陀
新
し
く
で
き
た
村

落
は
散
村
で
、
奄
美
に
多
い
散
村
は
多
く
は
と
う
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

れ
K
対
し
、
糖
業
以
前
か
ら
の
集
落
は
、
主
と
し
て
米
作
を
基
盤
と
し
た
集

村
で
あ
る
が
、

と
の
集
村
は
集
落
を
解
体
す
る
と
と
左
〈
、
季
節
的
教
村
で
糖

業
従
対
応
し
た
。

一
二
、
集
村
は
約
二

維
持
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
基
本
的
陀
は
糖
業
L

一
教
村

の
本
質
的
友
関
係
児
よ
る
が
、
明
治
以
後
は
出
稼
の
多
〈
在
る
と
と
が
、
数
村

維
持
の
一
要
因
で
あ
る
。

四
、
糖
業
と
散
村
は
個
人
製
時
間
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
奄
士
一
六
大
畠
の
日
本

復
帰
後
工
場
製
糖
に
転
換
す
る
と
と
も
児
季
節
的
散
村
は
直
ち
に
姿
を
消
し
、

散
村
は
崩
壊
を
始
め
た
。

2-l;主

喜
多
村
俊
夫
ほ
か
『
村
落
社
会
地
理
』
一
一
六
頁
。

黍
横
目
『
恋
之
島
前
録
帳
』
福
岡
大
学
研
究
所
『
道
之
島
代
官
記
集
成
』

一
一
一
一
一
頁
。
「
沼
市
史
』
二
巻
、
三
九
四
真
、
昇
曙
夢
著
『
大
奄
美
史
』
二

八
一
頁
。

『
県
史
』
二
巻
、
三
九
四
頁
。
『
徳
之
島
前
録
帳
』
前
掲
書
、
二
三
二
頁
。

表
1

県
史
『
『
丈
島
代
官
記
』
『
徳
之
島
前
録
帳
』
そ
の
他
の
史
料

κ
よ

り
筆
者
作
成
。

『
名
瀬
市
史
』
上
巻
三
六
六
頁
。

筆
者
、
九
州
地
理
学
会
で
発
表
、
未
稿
。

遠
い
既
存
耕
地
児
も
散
村
が
で
き
た
と
考
え
る
。

『
名
届
幌
市
史
』
上
巻
三
九
三
頁
。
金
久
好
「
奄
美
大
島
げ
一
な
け
る
家
人
の

研
究
」

(
&
通
勤
製
糖
を
し
た
も
の
、
製
糖
期
の
あ
る
期
間
通
勤
し
た
も
の
等
も
る
る
。

事
『
徳
之
島
前
録
帳
=
前
掲
「
道
之
島
町
代
官
記
集
成
二
一
二
九
頁
。

(
込
草
表
1

3

明
治
七
年
『
南
島
誌
』
徳
之
島
田
高
一

O
七
七
町
う
ち
稲
作
は
五
八
二
町

で
る
お
。

「
大
島
代
官
記
』
前
掲
「
道
之
島
代
官
記
集
成
二
二
七
頁
c

前
掲
『
道
之
島
代
官
記
集
成
』
二
六
六
頁
。

前
掲
『
大
奄
美
史
』
三
四
二
貝
、
『
名
瀬
市
史
』
五

O
七
真
。

『
奄
美
大
島
一
一
誌
料
』
文
化
二
年
。

『
奄
美
大
島
誌
料
』
陀
「
本
自
培
米
が
な
け
れ
ば
唐
芋
を
多
〈
植
て
第
一
の

食
と
す
。
意
芋
不
作
し
て
{
夫
人
少
な
け
れ
ば
、
島
中
一
統
の
事

K
て、

外
陀
求
む
べ
き
食
物
左
〈
蘇
鉄
を
上
食
ー
と
し
、
茸
一
他
木
の
実
草
の
雲
、
海

苔
類
を
食
う
・
・
・
・
一
と
あ
る
。

全
体
v
と
し
て
は
勧
業
年
数
の
牛
車
製
糖
・
水
車
製
糖
と
も
に
筆
者
の
調
査

数
よ
り
多
く
左
っ
て
い
る
。
明
治
以
後
は
糖
業
ば
か
り
で
な
く
各
種
の
農

作
物
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
児
左
り
、
糖
叫
古
来
は
相
対
的
に
は
波
ー
少
し
た
の
で

あ
/
る
。

『
鹿
児
島
県
史
』
二
巻
三
九
四
真
。

定
式
糖
、
景
重
糖
に
つ
凶
て
『
鹿
児
島
県
史
』
二
巻
、
三
九
四
頁
に
次
の

よ
う
陀
記
さ
れ
て
い
る
。

定
式
実
入
は
定
額
の
砂
糖
を
島
中
作
用
夫
々
割
当
て
て
強
制
買
上
す
る
法
、

買
重
糖
は
臨
時
に
額
を
定
め
て
買
上
げ
る
法
で
両
者
と
も
に
強
制
買
上
で

る
る
と
と
は
向
嫌
。
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On the relation between &omestic sugar industry 
畠nddispersed settlement 

一-A study of Amami Is1ands -
Toshihiko Kirino 

The sugar cane was introduced into Amami-Oshima 
in about 1610. ln about 1750， the Satsum昌 clanlaunch抽

ed forth 00 sugar cane cul ture， and thさ islanders膝erε
compelled to engage themselves in it. 

With 七hedeve lopmさntof the sugar こa!主ぞ c:ulture， 
th舎 disr時 rsedsett 1君臨ents軍事ereformed on the suzar 
ζ孟nefiεlds‘ The agglo訟きr尋tedset t lements 聖!fhichhad 
b合会合さstablishきdbefore士hesugar c主neculture， that 
is， at the dcき culturε stage， for混合ds号車sonaldis-
pe rsed 望号ttlをmentsto ad孟ptthさmselvきs亡。 をhesugar 
こanecul ture • 

The dispεrsをd日 ttl錦町ltis the ch畠racteristic of 
主主edomきsticsugar industry pεriod 皐ndit lastをdabot主主
t¥'itO hun三宮を〈iyをars.But it has begun to givさ菅丞ysincき

th告患ug邑rfac士ory5ystさmstarted in about 1955. 
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